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１． はじめに 
現在，溜池の周辺では，都市化や混住化が進んでいるところも多く，事故の発生件数は
増加傾向にある。そこで，日本一の溜池密度とされるいなみ野台地が広がる稲美町で，ど
のような安全対策がなされているのかを，防護柵と警告看板の 2 つに注目し，溜池のイメ
ージと住民の溜池に対するイメージをもとに，溜池が持つ貴重な水辺空間を次世代に伝え
ていくためには，溜池の安全対策がどのようになされるべきか検討する。 
本研究の対象地域を稲美町とし，溜池についての基礎情報もとに溜池調査表を作成し，
現地調査によって，防護柵・警告看板の設置の実態を明らかにする。その調査結果をもと
に，稲美町における溜池の安全対策について考察する。また，地元住民にアンケート調査
を実施し，安全対策の有無によって，溜池のイメージに変化があるのかを明らかにする。
そして，溜池が身近な親水空間であるためには，安全対策等の維持管理がどのようにある
べきかを考える。 
 
２．研究対象地域の概要 
研究対象である稲美町は，東は神戸市，西は加古川市，南は明石市，北は三木市と隣接
している。稲美町を経緯度で表すと東経 134 度 54 分，北緯 34 度 44 分に位置する。総面積
は，34.96 ㎢である。 
稲美町は，瀬戸内式気候に属し，比較的雨が少なく温暖である。アメダス明石観測所の
データによると，１月の最低気温が 1.5℃，8月の最高気温が 31.6℃，年間平均気温が 15.8℃
と温暖である。また，年間降水量は，1,078 ㎜であり，日本の年間平均降水量（1,718 ㎜）
と比較すると，少ないことがわかる。 
 稲美町は，兵庫県の南部のいなみ野台地に位置している。周囲の河川よりも高い位置に
あるため，河川の水を利用することが難しく，また降水量の少ない瀬戸内地方にあるため
水に恵まれない地域である。淡河川疏水（1891 年），山田川疏水（1919 年），補水工事（昭
和戦前），国営東播用水事業（1993 年）の５つの事業の補完により，現在では溜池によっ
て，灌漑用水が賄われている。稲美町の溜池は 88 カ所ある（図１）。本研究では，その内
84 カ所を研究対象とした。 
稲美町の人口は，2010 年３月 31 日現在 31,761 人である。その内，男性が 15,657 人，
女性が 16,104 人で，総世帯数は 11,312 世帯である。また，2010 年の国勢調査によると，
14 歳以下の子どもの割合は 13.5％，65 歳以上の割合は 23.2％であり，少子高齢社会とい
える。農業に従事する人の割合は，生産年齢の 4.2％であり，他の産業と比べると少ない。 
稲美町は，加古・天満・母里の３つの地区にわけることができる。加古地区の人口は 4,723
人，天満地区の人口は 21,168 人，母里地区の人口は 5,870 人である（稲美町住民課，2010）。
人口の約 67％が天満地区に住んでいる。 
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図１ 稲美町の溜池分布図 
注）番号は稲美町溜池台帳に対応 
出所 国土地理院地形図をもとに筆者作成 
 
３． 溜池の安全対策とその実態 
（１）防護柵の設置状況 
稲美町の溜池 84カ所を調べたところ，防護柵が設置されている溜池は 61カ所であった。
池の周り全てに防護柵が設置されている溜池が 12 カ所，一部に防護柵が設置されている溜
池が 49 カ所であった。 
溜池に設置された防護柵を加古地区・天満地区・母里地区・その他の地区（三木市・神
戸市）の４地区で検討する。天満地区は周りを全て防護柵で囲まれた溜池が全体の過半数
以上ある。理由としては，天満地区には住宅地が多いことからであると推測される。また，
母里地区では防護柵がない溜池が全体の約 32％ある。これは，母里地区にある溜池には土
手があるものが多く，土手を登らなければ溜池に近づくことができないからであると推測
される。ここから，住宅地が多い地域では防護柵に囲まれた溜池が多く，溜池に土手があ
るものが多い地域では防護柵がない溜池が多く，溜池の周りの環境によって防護柵の設置
状況が違うことがわかる。 
 
（２）警告看板の設置状況 
溜池に設置された看板には，「危険」や「あぶない」など溜池にある危険を示す看板と，
「不法投棄禁止」や「ポイ捨て禁止」など溜池を美しく保つために設置された看板がある。
本研究では，「危険」や「あぶない」など溜池にある危険を示す看板を警告看板と定義し，
警告看板についてのみ検討する。 
稲美町の溜池 84 カ所を調べたところ，警告看板が設置されている溜池は，82 カ所であ
った。設置されていない溜池は，２カ所あった。警告看板の設置個数がもっとも多い溜池
は，30 個であった。少ない溜池は０個と大きな差が生じている。本研究では，警告看板が
10 個以上ある溜池を警告看板が多い溜池として定義する。 
稲美町全体では，警告看板は 665 個設置されている。警告看板の種類は，16 種類ある。
警告看板のうち，「危険」や「あぶない」文字が入った看板は全体の約 92％にあたる。こ
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 のことから，溜池の管理者が溜池での事故を防ごうとしている意図を読み取ることができ
る。 
 溜池に設置されていた警告看板 665 のうち色褪せ，破損など警告看板としての役割を果
たせていない看板の個数は 108 個あった。これは，全体の約 16％にあたる。設置されてい
た看板のうち色褪せ，破損などが多かった看板は，網をもった子供が溺れている赤文字で
「キケン」と書かれた看板と，用水路で遊ばないと書かれた看板である。色褪せ，破損が
多い看板は，見た目から推測すると，設置されてから時間がたっているものが多い。破損
している看板の中には，破損しているうえに色褪せているものもあり，警告看板としての
意味をなしていないものも見られた。このことから，警告看板は設置しているものの，色
褪せや破損している場合に点検・取り換え等の対策をとっていない溜池が多いことがわか
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ ビーム型防護柵（ガードレール） 
出所 筆者撮影（2016 年 1 月 9 日) 
 
写真２ 色褪せた警告看板 
出所 筆者撮影（2016 年 4 月 16 日）
４． 溜池の住民イメージ 
溜池の安全対策の有無によって，住民の溜池に関するイメージに変化があるのか明らか
にするために，アンケート調査を行った。2016 年の 1 月 7 日から 12 日に，天満南小学校
の児童や稲美町のソフトボールチームのメンバー，また稲美町各地の溜池で散歩していた
人や近くで農作業をしていた人を対象に調査を行った。 
溜池に対するイメージについては，図２に示す 10 項目である。図２が示すように，溜池
に対するイメージとして「農業用水をためている場所」が多く，回答者の約 73％が選択し
ている。これは，稲美町の面積の 5 割(稲美町統計書，2014)が農地面積にあたるからだと
考えられる。次に，「様々な生き物がいる場所」が回答者の約 59％が選択している。これ
は，稲美町の溜池には，絶滅危惧種であるアサザや野鳥などを始めとした様々な動植物が
いることが理由となっていると考えられる。3 番目には，「身近な水辺空間」，「(溜池は)
危険な場所である」という回答が多く，約 43％である。稲美町では周りを全て防護柵で囲
まれている溜池は 12 カ所と全体の 14％しかない。中には周りを囲まれているが，防護柵
が一部しかないものや安全柵が壊れている溜池も存在する。また，「危険」，「あぶない」
と表記された看板が警告看板の約 92％を占めることから，住民に溜池は危険な場所である
というイメージを植え付けている可能性もある。 
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図２ 溜池に対する住民イメージ 
出所 アンケート調査結果より作成 
 
防護柵の有無による溜池の危険イメージに対する調査の質問は「柵がある溜池と柵がな
い溜池ではどちらが危険なイメージがあるか」，選択肢は「柵がある池・柵がない池・ど
ちらも」である。「柵がある池」の回答が 9.1％，「柵がない池」の回答が 74.5％，「ど
ちらも」を選択した人が 16.4％である。また，選択肢を選んだ理由を記入された人は全体
の 70.9％である。 
溜池の安全管理について記述式で調査し，調査を行った 56 人のうち半数の 28 人から回
答を得た。 
1 番多かった意見は，防護柵と警告看板についてであり，全体の約 39％を占める。防護
柵や警告看板の設置を求める意見が約 73％である。また，防護柵や警告看板を設置した後
も破損がないか管理してほしいという意見もある。調査では，破損していたり，見えにく
い安全柵があることや，色褪せや破損によって役割を果たせていない警告看板も見られた。
防護柵や警告看板を設置するのであれば，定期的に点検を行うことによって，住民も安心
して溜池の近くで散歩等を楽しむことができると考える。 
次いで，定期的管理についての意見が約 14％である。定期的に溜池の点検・補修を行う
ことによって，溜池の周りにある危険な箇所をなくすというものである。その中で草刈り
についての意見があった。草刈りについては，定期的に行われている溜池もあるが，草刈
りがあまり行われていない溜池もあった。これは，溜池に関わる人たちの年齢が高齢化し
ていることがあげられると考える。天満大池土地改良区を例にあげると，天満大池土地改
良区のメンバーは，ほとんどが高齢者である。人数も限られているため溜池の規模が大き
くなればなるほど管理することが難しくなるといえる。 
 様々な生き物がいる溜池であってほしいという意見もある。稲美町の溜池には，野鳥を
始め様々な生き物が暮らしている。調査中にもたくさんの野鳥が溜池の上を飛び，溜池に
降りていく姿が見られた。また，野鳥だけでなく，稲美町の天満大池には絶滅危惧種であ
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 る「アサザ」が生息しており，アサザを守るために「アサザを育む会」が発足し，外来種
の除去やアサザ育成ヤードの整備がされている。 
 溜池は人と人をつなぐ場になってほしいという意見もあった。溜池の多面的機能の中に
地域交流がある。溜池が地域の活動の舞台となることで，人と人をつなぐ場となる。稲美
町では，溜池が中心となって開催される行事がいくつかある。その中でも，加古大池と天
満大池の行事があげられる。加古大池，天満大池は公園として整備されているので，行事
以外にも人が集まりやすく住民の憩いの場となっている。 
保全されている溜池と保全されていない溜池があるので，同じように保全してほしいと
いう意見があった。溜池を保全することは可能であると思うが，どの池も同じように保全
することは難しいと考える。例えば，山間部や丘陵地に造られる谷池と，平地に造られる
皿池とでは，周りの土地利用の様子が大きく違う。また，溜池の整備を進めるうちに自生
している水草やその溜池に住む生き物の生態系を壊してしまうおそれもある。全ての溜池
を同じようにとはいかないが，その溜池にあった保全の方法をとることが溜池にとっても，
溜池に住む生き物にとっても最善の方法であると考える。 
 
５． おわりに 
溜池の安全対策の実態を安全柵と警告看板の 2 つに注目し検討した。その結果，防護柵
についてはすべての池に設置されているわけではない。天満地区には防護柵のある溜池が
多く，母里地区には防護柵のない溜池が多いことから，溜池の周りの環境によって防護柵
の設置状況が違うことがわかる。 
警告看板の設置状況や種類を考察することで，溜池には「きけん」や「あぶない」のよ
うな溜池に危険イメージをもたせる看板が多いことがわかった。また，色褪せ破損したま
まで，点検・取り換え等の対策をとっていない溜池が多くあった。 
住民アンケートでは，稲美町における溜池のイメージとして多様なイメージがあるがそ
の中でも，「農業用水をためている場所」が多いこと，「柵がない池」に危険イメージを
もっていることがわかった。また，溜池の安全管理についての意見を調査することで，住
民が溜池管理について安全に関しての強い要望をもっており，今後溜池管理に活かすこと
ができる。しかし，溜池管理者も高齢化が進んでおり，必要な整備が思うようにできない
のが現状である。 
溜池の安全対策を充実させるためには，溜池に関わる人や興味関心を持つ人を増やす必
要があると考える。また，溜池が身近な水辺空間としての役割を発揮できるようにするた
めに，周辺整備を行うことも重要なことだといえる。周辺整備を行う際に，近隣に住む住
民にアンケートをとり，その溜池がどのような場であってほしいかを問うことで，住民に
溜池について考えるきっかけを作ることができ，次世代へつなげるための新たな策を見出
す必要がある。 
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